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て肉筆回覧誌として第 8 集まで発行され、第 9 集以降は活版本となる。現在、この肉筆回
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大本 達也，美妙・山田武太郎『少年姿』あるいは「男色」 
集の新体詩形成上における意義を考察する。 
下に各論 4 の構成表を付す。 
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１．『少年姿』を読む 























































































































































































































































































姿 第 1 幅左上田俊一郎友世」が初
出と考えられる[山田 2016ː406]。 
 













































































































































































































































1.6 森蘭丸長貞[山田 1886b:25-6] 
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 蘭丸は言わずと知れた織田信長の小姓、「略伝」では《聡明叡智の美童》と紹介される。 
 この最短の 27 行詩歌の描くのは死を直前にした蘭丸の姿である。《何やら物騒がし》
《見届来














































































































































































































































































れた山田編集『新体詞選』(1886)については、各論 4 シリーズの別稿で触れる。 
 
２．『少年姿』と「男色」 




































































































































































































































































































































































































































































































森鴎外(1972)「ヰタ・セクスアリス」『鴎外全集・第 5 巻』岩波書店 
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『山田美妙集』刊行委員会編(2012)『山田美妙集・第 1 巻―小説(1)・初期文集』臨川書店 
―――(2016)『山田美妙集・第 8 巻―韻文/戯曲』臨川書店 
―――(2014)『山田美妙集・第 9 巻―日本語表現/評論・随筆(1)』臨川書店 
 







(国立国会図書館デジタルコレクション  http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/871945） 
坪内逍遥(1886)『当世書生気質・一読三歎・第 8 号』晩青堂 
(国立国会図書館デジタルコレクション http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/887433) 
鶴屋南北(1926)坪内逍遥他編「桜姫東文章」『大南北全集・第 8 巻』春陽堂 
(国立国会図書館デジタルコレクション http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1017144) 
前川直哉(2007)「明治期における学生男色イメージの変容－女学生の登場に注目して」『教
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“Nanshoku” or Bimyo, YAMADA Taketaro's Shonen Sugata 





In this paper we will examine Bimyo YAMADA Taketaro’s Shonen(Wakasyu) Sugata 
(1886). This poetical collection deals with “Nanshoku (male homosexuality)” spread 
from the period of the warring states to the mid-Edo period.  In the first chapter we 
will examine the seven long poems.  In the second chapter we will assess the history 
of “Nanshoku”.  In the third chapter we will verify the meaning of the book from the 
viewpoint of “love poem”. 
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